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研究分野：無限可積分系 
科研費の分科・細目：数学・代数学 
キーワード：量子群、量子可積分系、団代数、団圏、Y-system、T-system、dilogarithm 
 
１．研究計画の概要 
q 指標と有限結晶基底という量子群の表現論
的問題と、スピン鎖型の量子可積分模型にお
けるベーテ仮説との関連を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
平成２０年度より開始した団代数と団圏を
用いた研究が大変有効であることを明らか
になった。特に、当分野において長らく未解
決問題であった、dilogarithm恒等式予想や、
Y-system の周期性予想の証明を得ることが
できるなど、すでに多くの成果が得られてい
る。 
 
３．現在までの達成度 
当初の計画以上に進展している。 
量子群の表現論とスピン鎖型の量子可積分
模型に対して団代数と団圏という新しい手
法が有効であることを明らかにしたことに
より、これらを用いずには長年未解決であっ
た問題を解決し、さらに、これに関連して新
しい研究課題が次々に生まれているという
状況である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
団代数と団圏の観点より、量子群の表現論と
スピン鎖型の量子可積分模型に対して、あら
たに双曲幾何との結びつきが明確になって
きたので、最終年度はこの点のより一層の解
明に重点をおきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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Workshop: Topics on q-deformed symmetric 
polynomilas, 静岡県裾野市、２００９年９
月 、 T-systems, cluster algebras, and 
cluster categories 
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日本数学会年会, 慶応大、２０１０年３月、
Dilogarithm identities and cluster 
algebras, 
 
日本数学会年会, 慶応大、２０１０年３月、
T and Y-systems, dilogarithm identities 
and cluster algebras: nonsimply laced case, 
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